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要約
本稿の目的は、個人の階層帰属意識の判断におけるパーソナルネットワークの機能とそ
の効果を検討することである。多くの先行研究では個人の有している社会的資源(学歴、
収入、職業的地位など)によって階層帰属意識が説明されてきたが、近年ではそれらに加
えて個人が有している社会関係、関係的資源も階層帰属意識の判断に影響しているという
分析結果が示されている。ここでは、階層帰属意識の判断メカニズムに関して、個人の社
会的地位とその個人がもっ関係的資源から説明する分析モデルを提示し、東京都民のパー
ソナルネットワークに関する調査から得られたデータを用いて実証的に検討した。
パス解析による分析の結果、階層帰属意識は個人がもっ経済的資源(収入)と関係的資
源(パーソナルネットワークの社会的地位)によって判断されているとともに、交際してい
る他者との相対的な比較によっても影響されていることが明らかになった。個人は、自身の
世帯収入が高いほど、また交際する他者の社会的地位が高いほど自身の所属階層を高く判
断する一方で、周囲に自身よりも高い地位を有する他者が多いほど、階層帰属意識を低く
判断する。学歴や職業威信といった収入以外の社会的資源については階層帰属意識に直接
的な影響を与えておらず、関係的資源を媒介とした間接的な要因であることが示された。
1 .はじめに
本研究は、個人の階層帰属意識の判断における
ノfーソナルネットワークの機能とその効果を検討
する。階層帰属意識とは、社会における個人の主
傘東京都立大学大学院社会科学研究科(博士課程)
観的な自己地位の位置づけである。従来の研究で
は、階層帰属意識はその個人の社会的地位によっ
て決定される、すなわち個人はそれぞれが有して
いる社会的資源(学歴、収入、職業的地位など)
を勘案して自身の地位を判断するとされてきた。
しかし近年では、それらに加えて個人が有してい
58 総合都市研究第76号 2001
る社会関係、関係的資源が階層帰属意識の判断に
影響しているという分析結果も示されている。
星(2000)は1985年にアメリカで行われたGSS
(General Social Survey)のデータを用いてパー
ソナルネットワークが階層帰属意識の判断基準と
なることを実証的に検証し、その機能を明らかに
した。それによると、個人は帰属階層を決定する
際に自身の社会経済的地位とともに、ネットワー
クの社会的地位も考慮して自己地位の評定を行っ
ており、パーソナルネットワークが判断基準とし
て重要な役割をもっていることが示された。また、
石田 (2001)も1999年に東京で行われた調査デー
タからネットワークの地位が階層帰属意識に影響
することを検証しており、高地位の他者との日常
的接触が自身の地位評定を高めることを明らかに
した。それぞれの研究において、ネットワークの
社会的地位の操作化に関しては異なる指標を用い
ているものの、ネ γ トワークが階層帰属意識の判
断に対して重要な役割を有しているという点につ
いては一致した結果が導かれている(注(1))。
これらの研究が示唆していることは、個人が階
層帰属意識を判断する際に、自身の地位とともに
自分が有している社会関係や周囲の人々の社会的
地位も考慮に入れているということであり、理論
的には準拠集団論なと、社会心理学的アプローチが
指摘するような地位認知における他者からの影響
が存在することを示している。
本稿では、階層帰属意識の判断に関して個人の
社会的地位とその個人がもっパーソナルネットワー
クから説明する分析モデルを提示し、 2000年に実施
された東京都民のパーソナルネットワークに関する
調査から得られたデータを用いて実証的に検討する。
2.従来の研究と分析枠組み
2. 1 先行研究
個人の階層帰属意識がどのような要因に影響さ
れているか(人々はどのような基準によって自己
の帰属階層を判断しているか)という問題に関す
る従来の計量的研究は、回答者本人の社会経済的
地位がどの程度有効なのか、あるいはどのような
地位指標が判断基準として有効なのかを議論して
きた(友枝 1988;Nancy and Robinson 1990;吉
川 1999など)。階層帰属意識の規定要因について、
SSM (社会階層と社会移動に関する全国調査)
のデータから時系列的にその趨勢を概括した吉川
(1999)によると、判断基準としての重要性は収入
に代表される経済的要因に基づく判断から、職業
や教育程度を含めたより多元的な基準に基づく判
断へシフトしてきているという。
このような社会階層の研究を中心とした階層帰
属意識の分析では、一般に個人の階層帰属意識を
その個人自身の社会的地位から説明する立場をとっ
てきた。その背景には、階層帰属意識が社会全体
における個人の主観的位置づけである以上、何ら
かの形でその判断には個人の社会的地位が反映さ
れているだろうという考え方がある。しかし一方
で、 Merton0957 = 1961)の準拠集団論に代表さ
れる社会心理学的なアプローチは、自己地位の認
知における準拠対象としての他者の重要性を主張
してきた。例えば、経済、職業、教育、文化といっ
た様々な領域における自己地位の位置づけに関し
てその判断の準拠枠となった集団、個人をインタ
ビュー調査から明らかにしたHyman(942)によ
ると、いずれの領域においても準拠の対象として
友人や職場の同僚、あるいは近隣の人々が挙げら
れることが示されている。このように周囲の人々
が個人の地位認知に影響を与えるという結果は、
階層帰属意識の判断プロセスを考える際にも応用
することができるだろう。階層帰属意識の判断に
おける他者のもつ効果について計量分析を行っ
たHodgeand Treiman (1968)、Jackmanand 
Jackman(1973)によると、いずれの研究におい
ても高地位の他者と接触することが個人の階層帰
属意識を高める要因になっており、同レベルの社
会的地位を有する人々の間でもそれぞれがもっ社
会関係によって、階層帰属意識が影響されること
が示唆されている。ただし、これらの研究は高地
位の他者との接触が階層帰属意識を高めるという
点については一致しているものの、理論的には異
なる背景を有しており、また、地位認知の判断メ
屋:m階層帰属意識の判断メカニズム 59 
カニズムに関しては双方とも詳細な言及はみられ
ない(注(2)。
2. 2 分析枠組み
本研究は、先に述べたように従来明らかにされ
てこなかった階層帰属意識の判断メカニズムにお
ける個人の社会的地位とその個人がもっ社会関係
の機能、およびその効果を明らかにすることを目
的とする。よってここでは、個人の社会的地位と
ともに、その個人をとりまく社会関係(パーソナ
ルネットワーク)に起因する要因も含めて階層帰
属意識の分析枠組みを構築する。
階層帰属意識の判断基準として、個人の社会的
地位、およびその個人のもつ社会関係を考慮して
それぞれの概念聞の関係を概略的に図式化すると
以下のようになる(図1)。
図 1 分析枠組み
個々の概念間の関係についてまとめておこう。
まず個人の社会的地位とその個人が結ぶ社会関係、
特にパーソナルネットワークについては、今まで
多くの実証研究によってその関係が明らかにされ
てきた。個人の社会的地位が高いことは、高地位
の他者との接触を可能にし、また関係の質につい
ても多様かっ開放的なネットワークを形成・維持
するために重要な役割を果たしていると考えられ
ている。特に教育程度の果たす役割については多
くの実証研究が蓄積されてきた (Marsden1987 ; 
松本1995など)。
次に個人の社会的地位と階層帰属意識の関係に
ついては、従来の階層帰属意識に関する多くの研
究が分析課題として取り上げてきた。個人の社会
的地位が階層帰属意識の判断に反映されていると
いうことは、個人が自身の社会的地位が社会全体
のどのあたりに位置するかを考慮して帰属階層を
判断していることを意味している。またこのこと
は、実際のデータにおいて収入の高い人が帰属階
層を高く判断しているという結果が示されたなら
ば、その人がもっ社会全体における収入の分布像
とその中における位置づけは比較的正確なもので
あることを意味する。このような自己地位の認知
に個人の社会的地位の高さが直接的に反映される
という説明は、従来の多くの研究によって実証さ
れており階層帰属意識を分析する際の主流な分析
枠組みである。
個人のもつ社会関係、すなわち個人を中心とし
て把握されるパーソナルネットワークと階層帰属
意識の関係については、準拠集団論などの社会心
理学的なアプローチでは多く取り上げられてきた
が、計量的な分析として仮説化・実証されたもの
は少ない。この関係において、社会関係には2つ
の機能が存在すると考えられる。一つは、社会全
体における判断基準として、もう一つは自身の社
会的地位と比較する準拠対象としてである。前者
は社会全体における他者の地位を階層帰属意識の
判断基準と考える。例えば、高学歴の知人が多い
ほど、あるいは高収入の知人が多いほど、個人は
それらの人々に同化して帰属階層を高く判断する
と仮定する。もしそのような傾向が見られたとす
るならば、個人が自身の保有するネットワークを
何らかの社会的資源としてみなしている、あるい
は、高地位の人々との接触が自身の社会的地位を
高めると考えていることの現れと考えることがで
きるだろう。一方、後者では、個人は階層帰属意
識を具体的な他者との比較において判断すると考
える。この場合、個人は仮に自分が社会全体にお
いて相対的に高収入であったとしても、周囲の人々
がそれ以上に高い収入を得ていたならば同じ程度
に収入を得ている人々よりも帰属階層を低く判断
すると考える。これは周囲の人々が準拠枠として
の機能をもっと仮定する分析枠組みである。前述
の星(2000)による研究では準拠集団のもつこれら
の機能をパーソナルネットワークの社会的地位に
よって操作化し、データ分析からも階層帰属意識
の認知においてこのような準拠枠による判断が行
われていることを示している。
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このような概念聞の関係を実証的に明らかにす
るため、本研究ではノfス解析による分析を行う。
個人の社会的地位、社会関係的要因などの独立変
数をすべてコントロールして階層帰属意識を従属
変数とした重回帰分析を行った場合、各独立変数
の効果の大きさ、すなわち各変数の判断基準とし
ての重要性は比較することができるが、それぞれ
の変数聞の因果関係を明らかにすることはできな
い。これに対してパス解析の場合では、階層帰属
意識に対して直接的に効果をもたなくても、他の
要因を媒介して影響を与えている要因を発見する
など、階層帰属意識が判断されるプロセスのより
詳細な分析を行うことができる。つまり、どのよ
うな要因が判断基準として有効であるかといった
点とともに、階層帰属意識がどのような変数閣の
関連を経て判断されているかという点についても
分析を可能にする。次節では図1にまとめられた
概念図式を具体的に分析するために用いるデータ
の記述、および、変数の操作化について説明したう
えで実際の分析を行う。
3.データと変数
3. 1 データ
前述の概念図式を検証するために本研究が用い
るデータは、東京都に在住する20歳から69歳の男
女を対象として2000年8月に行われた東京都民の
ノfー ソナルネットワークに関する調査によって得
られたデータである(注(3)本調査の目的は、個
人の保有するパーソナルネットワークについて概
観することを中心として、社会階層に関係する諸
属性、様々な社会意識を調査することであった。
東京都下にある市区8地点の有権者名簿から2000
人の標本を抽出し、郵送法によって実施された
(注(4)。有効回答数は655ケース、有効回答率は
32.8%であった(標本抽出方法の詳細と標本の代
表性に関しては、森岡・星(2001)を参照)。ここ
では、以降の分析で職業に関する変数を主要な要
因としてモデルに含めていること、男女では階層
帰属意識の判断過程が異なることが想定されるこ
とから、分析対象を有職の男性に限定した(注(5))。
また実際の分析では用いる諸変数すべてについて
有効回答のあったケース (220ケース)のみを対
象とした(注(6)。
3. 2 従属変数
従属変数となる階層帰属意識は、本調査では
「上・中の上・中の下・下の上・下の下」の5つ
の選択肢に区分された質問項目を用いて測定した。
各項目の分布は図2のとおりである。
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図2 階層帰属意識の分布(n=220)
分布の形状は「中の下」を頂点としたほぼ正規
分布となっている。今までに多数行われてきた諸
種の社会調査の結果からも指摘されてきたように、
「中Jへの集中度合いはここでも高く、「中の下」
と「中の上」をあわせたいわゆる「中意識」の比
率は73.6%となっている。次節以降の分析ではこ
れらの尺度に対して、「上=5Jから「下の下=1J
のようにそれぞれ得点を与えて用いた。
3. 3 独立変数
独立変数として用いる個人の社会的地位、およ
び社会関係的要因は以下のように操作化した。な
お、実際の分析では、これらの変数に加えてコン
トロール変数として本人の年齢(実数値)を用い
fこ。
(1 )本人の社会的地位
回答者本人の社会的地位を測定するために用
いた変数は、一般に個人の社会的地位を操作化
する際に多く用いられている教育年数(実数値)、
職業的地位(職業威信スコア)、世帯収入である
(注(7))。世帯収入については、分布の歪みを補正
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するために対数変換を行った。
(2)社会関係的要因
個人をとりまく社会関係には前節で述べたよう
な判断基準・比較基準としての2種類の機能が考
えられることから、ここでも 2つの指標によって
操作化した。まず前者に対応する社会全体におけ
るネットワークの社会的地位は、「パーソナルネッ
トワークの平均職業威信スコア」によって測定し
た。また、後者の地位評定の際に比較基準として
用いられるネットワークと個人の地位関係は「ネッ
トワーク内に占める回答者よりも威信スコアの高
いメンバーの割合」によって測定した。本調査で
は各ネットワークメンバーの教育程度も尋ねてい
るが、ここでは調査時点、すなわち回答者が階層
帰属意識を判断した時のネットワークの社会的地
位を分析に用いることが望ましいため、職業威信
スコアを用いた。各独立変数の記述統計量は表1
のとおりである。
表1 独立変数の記述統計量
平均値 標準偏差
教育年数 13.61 2.49 
職業威信 55.31 10.39 
世帯収入(対数変換) 1.23 0.35 
ネットワークの平均職業威信スコア 56.94 9.27 
ネットワークの中で回答者よりも高威
0.36 0.35 
信の人の割合
回答者の年齢 45.10 13.81 
4.分析結果
4. 1 相関係数
はじめに各変数聞の関連を確認しよう。表2は
各変数間の相関係数を示したものである。
分析モデルにおいて最終的な被説明変数となる
階層帰属意識とそれぞれの変数の関連をみていく
と、年齢との相関係、数が有意ではなく、ネットワー
クに占める本人よりも威信の高いメンバーの割合
との関係が有意水準10%未満と弱い負の関連にあ
る以外は、いずれの変数とも強い正の相関関係を
有している。本人の教育年数、職業威信スコア、
世帯収入、およびネットワークの平均威信が高い
ケースでは階層帰属意識も高い。ネットワークの
平均威信スコアは本人の社会的地位と強く関連し
ており、同類指向の傾向にあることが示唆される。
ただし、本人の威信スコアが高いほどネットワー
ク内に本人を上回る威信スコアをもっメンバーは
少ない。
4. 2 パス解析
図1で示した概念図式に基づき、操作化した変
数を用いて実際に行うパス解析の分析モデルが図
3である。個人の社会的地位を表す3変数(教育
年数、職業的地位、世帯収入)聞の関連について
は、Blauand Duncan(1967)を始めとした地位
達成過程に関する先行研究に基づいている。また、
階層帰属意識に関する先行研究から、モデルに含
めた教育年数、職業威信スコア、世帯収入の各変
数はそれぞれ帰属意識に影響を与えると仮定した。
パーソナルネットワークについては、前述のよう
に2種類の変数をモデルに含めており、それぞれ
が個人の社会的地位から影響を受け、また階層帰
属意識に効果を及ぼすことが仮定されている。準
拠集団論に示されているような同化機能が存在す
るならば、ネットワークの平均的な職業的地位の
高さは階層帰属意識に正の効果をもつことが予測
される。ネットワーク内に占める回答者よりも威
信スコアの高いメンバーの割合によって測定した
比較基準としてのネットワークの地位(個人とネッ
トワークの地位関係)は、正の効果をもつならば、
自らの地位とネットワークの地位を比較したうえ
での同化指向ととらえることができ、逆に負の効
果をもつならば、それは自身と対置させる比較対
象としての機能を有すると解釈できる。なお、ネッ
トワークの社会的地位を測定するこれら 2つの変
数聞にはそれぞれに対して影響を与える要因聞に
関連があることが予測されるので、誤差項聞に相
関関係があることを仮定するモテールを構成した。
また、教青年数、職業的地位、世帯収入に関して
は年齢からの影響をコントロールした。
このようなパスモデ、ルを実際に調査データを用
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表2 各変数聞の相関関係 (n=220)
階層帰属意識 (1) (2) (3) (4) (5) 
(1)教育年数 0.222 ** 
(2)職業威信スコア 0.233 ** 0.428 ** 
(3)世帯収入(対数) 0.278 ** 0.287 ** 0.466キホ
(4)ネットワー クの平均威信スコア 0.226 ** 0.417 ** 0.592 * * 0.341村
(5)ネットワー クに占める本人よ
-0.119 + -0.059n.s. 一0.495*ホ -0.1槌** 0.195 * * りも高威信メンバー の割合
(6)年齢 0.054 n.s. -0.123 + 0.1∞nふ 0.299 * * O.倒1n.s. -0.014 n.s. 
**:p <.01 *:p <.05 +:p <.10 n.s.:p孟.10
階層帰属意識
e1 2 
¥ ¥Jノ
図3 分析モデル
いて分析した結果が図4である。パラメータの推
定は最小二乗法を用いて行った(注(8)。図中では
統計的に有意 (5%水準)であったパスに関して
はその係数とともに示してあり、有意ではなかっ
たものについては省略した。
これによると、まず個人の社会的地位について
は、職業的地位の高さ(威信スコア)が教育年数
によって(パス係数:0.443)、また世帯収入が教
育年数と職業的地位の高さによって規定されてお
り(それぞれのパス係数:0.162、0.366)、地位
達成過程に関する先行研究によって示されてきた
結果を確認する内容となっている。なお、コント
ロール変数として用いた年齢は職業的地位の高さ
と世帯収入に対して有意な正の効果をもっていた
が、教育年数に対する効果はここでは有意ではな
かった。パーソナルネットワークに関する 2変数
については、教育年数と職業的地位の高さがとも
に有意な効果をもっていた。まずネットワークの
平均職業威信スコアは本人の教育年数と職業的地
位の高さに規定されている(それぞれのパス係数:
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階層帰属意識
R2 =0.127 
X 2 =5.535 (df=3) p=O.137 GFI=O.993 AGFI=O.934 
(5%水準で有意な係数のみ図示・誤差項からの係数は省略)
図4 階層帰属意識の判断メカニズム(パス解析)n=220 
0.193、0.417)。教育年数が長いほど、また、職
業的地位が高いほど、ネットワークの社会的地位
も高い。特に個人の職業的地位の高さが強い正の
効果をもっており、これは先に述べた「同類結合」
の結果と解釈できる。一方、社会関係要因を操作
化したもう一つの指標、ネットワーク内に占める
回答者よりも威信スコアの高いメンパーの割合に
関しては、教育年数、職業的地位の高さそれぞれ
が異なる方向の効果をもっていた。パス係数
(0.183)が示すように教育年数が高いほど自分の
周囲には自身よりも職業威信スコアの高い人々が
存在する傾向が強い一方で、自身の職業的地位が
高い(=威信スコアが高い)とネットワーク内に
それよりも高い職業威信をもっ人々の割合は低い
(パス係数:・0.595)。この結果は、職業的地位の
高さが同じであるならば、学歴が高い方が自身と
比較してより高地位の人々との関係を形成・維持
する可能性が高いことを示唆しており、関係的資
源の所有において教育程度が重要な役割を果たし
ていることが推測される。これらに対して世帯収
入はネットワークの社会的地位に対して有意な効
果をもっておらず、ここでは関係的資源の形成・
維持に対して経済的要因の効果は大きくないこと
が示された。
階層帰属意識の規定要因についてみていくと、
直接効果をもっていた変数は、世帯収入とパーソ
ナルネットワークに関する 2変数の合計3変数で
あった。パス係数の絶対値による効果の大きさの
比較では、ネットワークの平均的な社会的地位の
高さが最も強く、次に個人の経済的地位である世
帯収入、個人とネットワークの地位関係という順
位になっている。この結果は、階層帰属意識の判
断において、個人が保有する社会関係、特に社会
全体という枠組みにおける他者の社会的地位が重
要な役割を果たしていることを示しているといえ
る。図中にあるように、ここでは本人の教育年数、
職業的地位の高さはともに階層帰属意識に対して
直接的な効果を有しておらず、本人の地位として
帰属階層の判断に影響を与えるのは経済的要因の
みで、個人は世帯収入が高いほど階層帰属意識を
高く判断する(パス係数:0.192)。
個人の有する社会関係に関する 2変数はともに
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有意な効果を有しているが、効果の方向は逆になっ
ている。まず、ネットワークの平均威信スコアに
ついては、関係を維持しているネットワークの社
会全体における平均的な地位が高いほど階層帰属
意識を高く判断するという結果であった(パス係
数:0.228)。つまり人々は関係している人々が社
会的に高地位であると、自身の帰属階層もそれに
同化させて高く評価していると解釈できる。次に、
同様に有意な効果をもっていたネットワークとの
直接的な地位の比較に関しては、保有するネット
ワーク内に自分よりも高地位のメンバーが多けれ
ば多いほど自分の帰属階層を低く評価するという
結果であった(パス係数:・0.188)。これは社会
全体における地位の高さという基準でみた場合の
ネットワークの効果とは異なり、個人は地位の高
さに関して自身との直接的な対比を行った場合に
は同化ではなくむしろ比較の対象としてネットワー
クを対置する傾向を示している。これらの結果は、
階層帰属意識の判断プロセスにおいて、パーソナ
ルネットワークが異なる二つの機能を有している
ことを示しているといえよう。すなわち、一つは
個人の地位評定に対して正の方向に作用する社会
的資源としての機能であり、もう一つは地位認知
の際に自身と比較するその対象としての機能であ
る。高地位の人々との接触は階層帰属意識を高め
るものの、保有するネットワークに自身よりも高
地位の者が多く含まれる場合には逆に階層帰属意
識を低める。個人の有する社会関係と階層帰属意
識の聞にはこのような複雑な関係が存在しており、
日常的に接触する他者が個人の意識決定に対して
少なからぬ影響を与えていることを示唆している
といえよう。
5. 結論
本研究では階層帰属意識の判断メカニズムに着
目して、個人の保有する社会関係(パーソナルネッ
トワーク)の機能とその効果について検討した。
先行研究では、階層帰属意識の規定要因として個
人の社会的地位以外に着目する研究は少なく、ま
た判断過程において社会関係のもつ 2つの異なっ
た機能(同化機能・比較機能)を含めた諸変数聞
の関連については明確にされてこなかった。ここ
で構成した分析モデルによるパス解析の結果、個
人の社会的地位とその個人をとりまく社会関係が
直接的に階層帰属意識の判断基準となっており、
同時にそのような社会関係は個人の社会的地位に
よって規定されているという変数聞の構造を検証
した。
分析の結果、階層帰属意識は個人がもっ経済的
資源(収入)と関係的資源(パーソナルネットワー
クの社会的地位)によって判断されているととも
に、交際している他者との相対的な比較によって
も影響されていることが明らかになった。個人は、
自身の世帯収入が高いほど、また交際する他者の
平均的な社会的地位が高いほど自身の所属階層を
高く判断する。しかしその一方で、交際する他者
の中に、自身よりも地位の高い者が多く含まれる
ほど、階層帰属意識は低く判断される。これらの
要因に対して、学歴や職業威信といった収入以外
の社会的資源は階層帰属意識に直接的な影響を与
えておらず、パーソナルネットワークを媒介とし
た間接的な要因であることが示された。ここでの
結果から解釈するならば、個人は高い社会的地位
を有することによって自身の帰属階層を高く評価
するのではなく、そのような高い地位が社会的地
位の高いネットワークを形成し、そのことによっ
て階層帰属意識を高く判断している傾向が強いと
いえよう。
従来の研究では階層帰属意識は社会全体におけ
る自己地位の位置づけとして分析されてきたが、
ノfーソナルネットワークという限定された社会関
係内における地位の比較がこのような効果を持っ
ていたということは、階層帰属意識をよりミクロ
な範囲での自己地位に関する認知として分析する
必要性を示唆している。
本研究では個人の社会的地位、交際する他者、
そして階層帰属意識について基本的なモデルを設
定して分析を行ったが、これらの関係の様相は個
人が保有するネットワークの構造特性(ネットワー
クの開放性や異質性、メンパーに対する親密度な
ど)によって影響を受けることが予測される。例
星 :ill階層帰属意識の判断メカニズム 65 
えば、社会的に高地位の者は低地位の者よりも多
様かっ開放性の高い社会関係を形成することから、
社会的地位の高低によって判断基準・比較基準
としてのネットワークの機能も異なる可能性が考
えられる。そのような個人のもつ社会関係のより
詳細な様態を考慮した分析が今後望まれる。
j主
1)星(2∞0)はネットワークメンバーの教育程度の平
均値とネットワークに占める自身より教育程度の
高い(低い)メンバーの比率によって、石田(2001)
はネットワーク内に占める大学以上の学歴を有す
る者の比率によってそれぞれパーソナルネットワー
クの地位を測定している。
2)彼らの主要な論点は階層帰属意識の判断メカニズ
ムにではなく社会階級の開放牲に置かれていたた
め、他者の地位が帰属意識の判断に与える影響の
理論的考察はなされていない。
3)本調査は、『年賀状による拡大パーソナルネットワー
クの研究j(平成1年度~平成12年度科学研究費補
助金基盤研究也)(1)研究代表者:森岡清志)の
一環として実施された。
4)抽出した2000ケースは、若年層の低回答率を予測
して行ったオーバーサンプル他出分(対象は20歳
から39歳の男女)4ωケースを含んでいる。本研究
では年齢の偏りを補正するために、これらのケー
スも含めて分析対象とした。
5)女性の階層帰属意識については、自身の従業上の
地位によって影響する要因が異なることが直井
(1990)によって、夫婦の合計収入に対する貢献度
によって異なることが赤川(2∞0)によって示され
ている。また盛山(1998)も階層帰属意識の規定要
因と判断メカニズムが男女間で異なることを示し
ている。
6)ネットワークに関する指標を用いていることから、
分析にはネットワークメンバーを一人も挙げてい
ないケースは含まれていない。
7)収入に関しては世帯収入ではなく個人収入を用い
る方法もあるが、自身の経済的地位を勘案する際
には世帯を単位とする方が一般的と考えられるこ
とからここでは世帯収入を用いた。
8)パラメータの推定に際しては最尤法による分析も
行ったが推定法の違いによって各係数の値に大き
な遠いはなかった。
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The aim of this paper is to examine the function and influence of one's personal 
network in identifying one's own social status. Most prior research has focused on 
the individual's own social and economic standing as the main criteria for his/her 
subjective judgment. This paper proposes a model incorporating the individual's 
personal networkas a determining factor in judging self-status， inaddition to measures 
of own socioeconomic status such as income， education， and occupation. Data from 
a survey of adults living in Tokyo was analyzed， which contained information about 
others with whom the respondents frequently interact. The analyses in this paper 
are based on the subset of male respondents. 
Path analyses found that one's personal network played an important role in 
the process of status identification. Occupational status of others in one's network 
and his relative status compared to those in the network showed significant effects， 
as well as his economic standing Ci.e.， family income). One's own educational level 
and occupational achievement， however， were shown influential only indirectly 
through one's network， rather than directly affecting one's subjective judgment 
regarding his status. 
